
�

英仏両国における海洋地質調査研究活動の現状

その1英国

とくに地質科学研究所の活動を中心にして

まえがき

海洋地質の調査研究は近年にわかにさかんになっ

てきた.これに伴って海洋地質に関する情報･資料

が急増し多くの海外の資料がわが園に入ってきている.

しかしそれらの大半は米国あるいはソ連邦の資料であ

リコｰ日ツバ諸国の海洋地質研究の資料とくに調査

研究活動についての彼等の最近の情報はほとんど耳に

しない.とはいえ2大国のはなばなしい活動にくら

べて地味ではあるがヨｰロッパではそれぞれの国情

に応じた独自の調査研究が進められていることはとき

どき冒にする数少ない資料から想像できた由

幸運にも昨年夏から冬にかけて筆者は英国および

フランスの海洋地質調査研究の実態を眼のあたりにみる

機会を得た､ここにのべることはベロいスにはお

よびもつかないか筆者の乏しい屍闘にもとづいてつづ

った英仏両国の海洋地質研究活動の一部である｡も

しこのまと凌りのない拙文が何らかのお役にたてば

まことに幸甚とするところである.

謝辞:'拙文を草するにあたって科学技術庁振興局国際課

関係各位同じく概究調整局海洋開発宮付各位在

英iヨ水大使館井出喜夫氏在仏目本大使館堀内11召雄

氏さらに英国地質科学研究所第I大陸棚部R.A.

EDEN民フランス地質調査所G.Sc⑪L舳氏に厚

くお礼申し.1二げる.

1.体動と動向一N｡私見C.の役割

英国で海洋地質に関する調査研究は地二質科学研究所

(I∬S｡)国立海洋研究所(N.I.O.)をはじめ大学その

他の研究機関で広範に活発にすすめられているがこれ

らの活動の総元締をする機関としてN且見C･(自然環

境研究会議NatiOna1EnvironmentRese醐hCom･il)

がある｡N五更･C･は海洋科挙ばかりで放く英国の自

然環境科学研究とくに地球科学の分野で欠きたウエイ

トを占める重要な機関であるのでN.E.R.αの機構につ

いてはじめに少しくわしく説明しよう､

N･E･R･Gは教育科学省に所属し自然保存会議の業務

を受けついで自然環境と天然資源に関する科学研究を

企画し推進する目的で1965年6月に設立された.

N･E･R.C｡に関係する科学分野は地質学地球物理学

井上英二

地球化学海洋物理学海洋生物学と水産淡水生物学'

と水産生態学水理学森林および気象学だと多岐に

わたっている.

会議の構成メンバｰはV.C.WYNNE-EDwA㎜s教

授を議長として各科学分野の教授科学者からなる15

名それに気象庁農林水産食料省防衛省住宅地方省

スコットランド庁水資源庁農業研究審議会医療研

究会議科学研究会議社会科学研究会議の各代表者か

らたる10名の評定委員計25名で構成される､

N.E見αの現在の業務は水質汚染沿俸海洋研究

海洋工学国際間海洋研究南極調査地質および地球

物理調査研究海底の地質研究水理学陸上生態学と

動植物保護研究地理土地利用森林調査に関係する

ほかこれらの科学に関する大学の研究に補助金交付

特別研究員制度奨学金などの手段によって援助を行な

っている.さらにスコットランド海洋生物協会連合

王国海洋生物協会淡水生物協会その他の学術的団体に

助成金をだしている.

またN.E.R,C､は第1表のよう汰研究所その他の施

設を所有しこれらを通じてN･E･Kαみずから調査研

究活動を実施する.

N.E-R.C｡の予算は議会の承認を得てのち教育科学

省から交付される.至969年度のN.E.R.C.の総経費は

1,183万ポンド(約102億円)でありこのうちの70%ち

かくが傘下側O研究所1機関の経費にあてられた(第2

表)､また経費を事業別にみると第3表のように海

洋科学の占める割合が総経費の五/4強であることがわか

第豆表猟,夏.灰.C.所燭の粥を所及び施設の経致(1969勾玉塵)
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第2表N.E.R.C､の金経費の概要

項��円�i����

��I�経費�£�比率��%

■一�������

�N.E.R.C.所楓の研究所及ぴ施�'�����

I没に閲する経致��1�8,172,917���69�

�各種協会,研究所へω功成経費��1,290,531���工1�

�本部費及ぴ大学響の助成経費等��2,37ユ,552���20�

��…｣山��…■���

�言十��ユエ,8錫圭0⑪O���….OO�

�(N.E.R.C.1969年座年報2,による)������

(NERC1969年座年報2,による)

注､1£;\864円

る｡一いささか余談にたるがN且R一αと地質科学との

結びつきは大きくこのことは地質科学研究所(I.G.S.)

カミN且R｡α所属の研究所であり予算面からみてN.E.

R.C.の研究所関係経費の33%事業別予算の37%がそれ

ぞれ地質研究所経費および地質･地球物理関係の調査研

究費用であることからみてもわかる｡またN,E.亙.C.

からの大学奨学生235名申の116名が地質および地球物

理関係の学生である2)､

第3表N.E.R.C.の事業別経費(1969年度)

事業分野

1経費£

陸域地球科学

海洋科学

(邑〕海洋

(b〕漉底

陸域外態学と保護

森

内

南

大

⑫)水

㈹淡

陳

理.

水調

実験カルトグラフィ

会議本部

国際協力

�����

��㌮��

㈬㈹�㈹㌀

����
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142,87ユ

����
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このようにN･E･R･C･は自然環境科学の全分野にわ

たる調査研究情動を掌握しているが海洋調査研究に関

してはその傘下の海洋学水産委員会地質1地球物理

委員会および鉱物資源諮間委員会の3会議に調査研究活

動の直接の運営をゆだねている.これらのうち海洋

地質に関係する会議は地質咀地球物理委員会と鉱物資源

諮問委員会であって前者は海底の地質および地球物理

調査研究後者は海底の鉱物資源に関する調査研究をつ

かさどる｡この2委員会は教育科学省によって後援さ

れている｡また地質･地球物理委員会は地質科学

(N.E.R.C.i969年度年報螢,による)

注.1£=…`854

研究所(I･G･S･)の業務の監督海底構造調査に関する大

学その他の研究機関へ助成金を交付する.同委員会

には評定委員として農業水産食料省海軍局動力省

原子力局住宅地方自治省農業調査審議会スコット

ランド家庭健康局および北アイルランド商業省の各代表

者が出席する.

以上の3委員会はそれぞれの分野で業務を遂行する

がこれらを包括した全体の政策および重複分野の調整

はN.E見αの最高会議で決定される.

海洋地質調査研究に関する官･学の活動はN且R.C.

の地質･地球物理委員会と鉱物資源諮問委員会とによっ

て計画予算配分成果

､

＼1'

の評価を通じて推進され

ている.さらにN.E.盈.C､

は所属の調査船舶部(R.

Vu)を通じて研究所及び

大学に調査船舶を提供する.

このように英国におけ

る海洋地質調査研究体制は

N.E.R.Gのもとにかたり

まとまって効率的たもの

であるといえよう.海洋

地質調査研究における数年

来の動向をみると1969年

4月にN.E.R.C.の海洋科

学技術に関する答帥議会

第1図英国周辺大陸棚の地質概略

資料D,T,D0N0v一､N博=1=(1968)によるlo〕�



に提出された.これによれば石油1天然ガスをはじ

めとする海底鉱物資源開発の重要性にかんがみ沿岸部

の鉱物資源調査および英国領海大陸棚の地質･物探調査

の緊急性が説かれておりとくに石油･天然ガス資源探

査に関しては予算の大幅増額によって従来地質科

学研究所の手で行たわれていた深部物理探査を他の調

査機関に手伝ってもらってスピｰドアップすること物

探結果をチェックするための数本の構造試錐を実施する

ことの必要性が勧告された.

勧告に対する議会の反応はN.E.R.C.の海洋関係予算

の大幅増額につながるとみられ1969年度N.E五C,海

洋基礎調査研究関係予算312万ポン芦(約2δ億9三800万円)

は1966年度の151.5万ポンドの106%増となっている.

N.E.R.C.は予算の増額とともに大陸棚の基礎調査

を強化するため地質科学研究所に海洋地質調査部門を

新設し調査船舶部を移転整傭し調査船チャレンジャ

ｰ号(830トン)繧かの建造にとりかかっている.

以上のように英国政府は公害対策等とともに海

洋に関する基礎的調査研究のため体制を整備し予算

増額を行なう恋ど海洋開発にカを注いてきている･

2.調査船舶部R.V.U.と調査船

第4表英国の主要海洋I調査船(海洋地質I争舳可能船舶のみ)

船名�重量�長さ�佛考

』…�u-1丁�^一｣フイｰト�I'''`'11■■■一u

ディスカバリｰ�約2,800�260�総合海沸瑚登用

(Discovery)���国立沸洋研究所使川

ジョン山ミュレイ���

(JohnMurray)�560�ユ30!�〃

ヴイツカｰス･ヴェン���

チュラｰ�600�1ユ8�潜水静航船バイシス号湿船

(Vickersye淋附er)���地質妻闘査可能

サｰベイヤｰ���

(Surv鮒｡r)�570�一�物理探査.瑠州

ホワイトソｰン���

(Whitetbom)�斗2,ooo�260�試錐･サンプリング専州

���I,G.S.便堀

チャレンジャｰ�830�一�総合海洋調査州

(Cha11㎝ger)���王971年5月完成予定

シャクルトン�十1,o⑪o�u�総合海難鯛劃滋

(Sもack1餉n)���改造申

皿⊥一L｣｣�…川u川…�｣……u1山川｣■止�■｣■｣⊥』｣｣川…

いっぽう科学部門は調査船の科学調査運航スケジュｰル

を決め不足分は会社讐の所有する調査船舶を傭船して

とができる調査船はそれほど多くたい.第4表に示し

た調査船は筆者の手許にあるとぼしい資料から抜粋し

たものである.これらのうちディスカバリｰ号とジョ

ンミュレイ号はN･E･鼠･αの海洋調査活動の中心にたる

2支柱である.前者は英国最大の総合海洋調査船で

あり国立海洋研究所によって主として使用されている.

この船は大洋では人工衛星航法を行次うこと秘でき物

探記録を船上の夏8M電算機で処理する能力をもつ廿

けてあり使用してみるとかなり便利た船である.

ホワイトソｰン号は6年前に建造された鉱石船であ

ったが1969年から1970年にかけて地質科学研究所の

大陸棚調査用の簡易試錐および地質サンプリング船とし

てジョｰジ･ウインピｰ社(G80rgeWi㎜pey&Co,

Ltd､土木建設会社)によって改造された新鋭の試錐専用

船である､

改造にあたっては同研究所とウインピｰ杜との間に

5カ隼閥同船を使用する契約か交された｡同船は試錐

の牟めに§梱のアンカｰとハウスラスタｰ(自動船位

保持装置5を有し船位の固定にすぐれた性能をもって

お尊前甲板上から舷側方へ油圧によって張りだす試錐�



�

台から試錐を実施する.この種のものとしてはきわ

めてすぐれた船である.

以上のほかになおいくつかの調査船があるかと､1量われ

るが残念ながら筆者の見聞するところとはたらたかっ

た.おそらく以上が大体において地質調査活動に

たえ得る代表的な船舶であろうと思われる.

現在N.E.R.C｡は以上に加えるに総合海洋調査船を

建造中であリこれは1971年5月に完成の予定である.

さらにN.E.R.C.は大洋の調査に耐える長さ250ftの

総合調査船の建造を経費200万ポンド(約17億3千万円)

でもくろんでいる.このほか南極用観測船であったシ

ャクルトン号を総合調査船に改造することになっている.

加うるに沿枯調査用の小型船舶数隻を建造あるいは計

画中である.

潜水調査船には1隻のサｰヴ号と数隻のバイ

シス号とがある.前者は海中曲海洋グルｰプとよばれ

る民間企業によって建造された英国最初の潜水調査船で

ある､長さnft2名の搭乗員をのせ水深約200鵬

潜水する､バイシス号はサｰグ号よ簑もはるかに性

能がよく可能水深約1,OOOm搭乗者3名潜航時間

公称721時間であり1970年の6月から7月にかけて連日

2回4時間ずつ潜航調査した実績がある.わが国の

潜水調査船“しんかい"に比較してひとまわリ小さく

内部もはなはだ窮屈であるが軽便さと機能的た点にお

いて“しんかい"をしのぐように思われた.この潜

水船はヴイツカｰス杜所属でありその母船はさきに

のべたヴイツカｰス1ヴェンチュラｰ号である.

以上のべたように英国政府は調査船の整備苗強化お

よび効率的運用を図っているので近い将菜菜園にお

ける海洋地質調査可能調査船は質1量ともにいちじる

しく充実するであろう.

3.主要研究機関の渚動状況

海洋地質調査研究にたずさわっている研究機関は第

6表のように20近くあるがこれらのたかで積極的に

活動しあるいは実績をあげてきたのはN.E,R.C.所属

の地質科学研究所国立海洋研究所大学のブリストル

大学ケンブリッジ大学炉シドン大学インペリアル1

カレッジおよびユニバｰシティ･カレッジリバプｰノレ

デｰイスカパシｰ号(脳§cむ蝸籔)望埋墓⑰⑪1･ン

艦､一

瞬選

藩

簸

ジョン･ミュレイ号(JohnMurrey)560トン

ヴぜ:ソ吻一ス･グエンチエラｰ号(y虻盆鮒葛y棚童概鮒)鋤｡l㌧

ホワイトソｰン号(Wh1tethom)2,O00トン�



崎昧牢

･一手1』一

策2i裏1潜水醐血船バイ

のぞき態

電気浄i雌澄

シス号の構造

蟻§表爽鰯篶瀦水調窟給

水111斑謡

トリム宅

酸譲汰

㌢.}{.ダラシオ

マニヒュL一夕一

の地質1地球物理部門を紹

介できないのは残念である

がまたの機会に紹介する

ことにしよう､

たお海洋地質調査研

究の艶麗は大雑把にいっ

て大陸棚が地質科学研究

所大陸斜面以深及ぴ海外

の海洋が国立海洋研究所お

よび大学そして前者が大

陸棚の鉱物資源開発を目的

とした基礎的マ=ソビングに

主体をおけば後者は海洋

地質の基礎研究や調査技彬

の開発に重点をおいている.

般へ水ぺ㈱鯛一1乗餓1瓢水利

外殻材

フ作㌧

ノ{イシス号夏型互､80⑬1

〃∬･1皿型3,o⑪⑪1

"W.｡型｡,｡｡ペ

サｰヴ王,･･｡1

…1織三名トン1

72隻1?

･･研究至i･･

､､11｡

…16

アルゴマ撫

A2唾2ステｰ.ル'

HY工⑪0ステｰ.ル

スチｰ〃

資終邊〕による､

大学ダラム大学の8研究機関である.ここでは筆

者が在勤あるいは探訪し見聞して資料を得た地質科学

研究所国立海洋研究所ロンドン大学の活動状況だけ

に言及し,とくに国家的計画にしたがって組織的調査

を大陸棚に展開している地質科学研究所について少し

くわしく説明したい.海底の物理探査･古磁気の研究

･大陸漂秒間題について名声を馳昔るケンブリッジ大学

量)幼質騨学研究所(I鵬丈itute0£

G建｡呈｡祭ic盈至Sむ麦鋤雌§以下蔓｡寝曲

s｡と略称する)

同研究所は!965年にそれまで

洲の機関であった地質調査所応

用地質博物館海外地質調査所の

3者か合併してできた地質の総合

機関である.現在亙｡G｡&の庁

舎は本部と博物館がサウスケンジ

ントンにあって同じロンドンのそれぞれ異なった場所

に南部地域地質部地球物理部および地球化学部が分室

として存在する.支所は2個所でひとつは北イング

ランドのリｰズ支所他はスコットランドのエディンバ

ラ支所である.さらに北アイルランドのベルファスト

潜水i箭査船バずシス待

バイシス帰湿饗妙マユヒ㌧レｰダ�
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注.資料8〕にもとづいて編集.
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に駐在所がある.支所1駐在所はそれぞれの地域内

での地質業務を行なっている｡所長は数年前ダラム大

学教授から転任してきたK.C.DUN亘A亙博士である.

研究者および一一定の資格がある職員数は全所で約600

名そのうちリｰズ支所が73名エディンバラ支所が55

名および北アイルランド駐在所が5名を占めている.

㍗∴箏1

,､!“ぺ

u←㌧･｡ワノ!
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第遥団地質科学研究所の組織(資料6による)�



海洋調査部課と人員:ロンドンの地球物理部に

海洋物探課(研究者12名)リｰズ支所に第I大陸棚部

(研究者6名)エディンバラ支所に第]I大陸棚部(研

究者7名)がある.これらの調査分担は海洋物探課

が英国周辺大陸棚全域の物理探査を行恋い第I大陸棚

部は･イングランド周辺海域第並大陸棚部がスコットラ

ンド周辺海域の海底試料採取調査を分担する.これら

3部課の設立は至967年以降であり第正大陸棚部がエデ

ィンバラ支所庁舎から離れて海岸の新家屋に移転し

本格的た活動をはじめたのは1969年からである.

大陸棚部の業務の多くは海上作業によって占められ

るが採取した試料処理もまた岡部の実験室で行なわ

れる.しかし試料の岩石学的研究生物処理各種

化学分析等については他の専門部課が全面的に協力す

るのはいうまでもない.

海淘也峻業務_包容1N且艮･αの大陸棚調査5カ

年計画にもとづいて王｡G.S.は組織的な調査を英国領域

内の全大陸棚にわたって実施し石油曲天然ガスをはじ

めとする有用鉱物資源開発のための基礎的資料を提供す

る､また石渡1天然ガス資源開発については民間企

業と契約して海底4～6k㎜下の地下操部の物理探査を実

施するとともぽ深部試掘を行なう.さらに開発中の

北海ガス岡の調査資料を収集1解析して開発促進の資

料を提供し;司時に動力省の同ガス田の鉱業権の調整の

ための基礎資料を作成している.また海洋地質調査

部課の直接の業務ではないが砂礫資源開発のためのド

レッジ技術の研究や砂鉄世砂錫等の未利用資源の局部

的な調査と資料収集を行ないつつある･

以上のようにI･G･S･の海洋地質業務は調査研究が

いかに基礎的であっても海底鉱物資源開発が大前提と

なっている.

夏.㌫s.ljズ亥薇

し芝貸主隻度二吏で_z置査､濱_動:亙谷s｡のレポｰト

舳事閉)舳)航海ンポｰド州および夏｡G.S｡隼鞭)苗)

によると1966年蒙では至｡G∫には海洋調査部課がたく

海洋に関する調査も沿彦の資源調査などのようぽ局部的

にしか行なわれてい海かった模様である｡亙967年に大

陸棚部が2支所に設立されアイリッシ海北東部および

スコットランド東津の一部で予察的調査が行なわれたが

その規模は小さかった､蝸8年に海洋物探課が新設さ

れアイリッシ海全域およびスコットランド東部と西部

物理探査と海底堆積物の採取が実施されるよう1こなり

ようやく調査活動に拍車がかかりほじめた､互96蝉1こ

たって活動は本格化しクライデ海域フ芳一ス湾フ

ォｰス近海(以上物探と試料採取)ヘブシデス諸島

南方海域ミンチ海域北アイリッシ海(以上試料採

取)および英仏海峡西部で調査が展開された.

以上の調査の結果スコットランド西部沿岸のダット

ン湾で有望た砂鉄鉱床スコットランド南西部で炭酸カ

ルシュウム鉱床を発見するなどかたリの成果をあげて

いる.

1､滋簸籔滋蟻､

古都エデインバ加

玉.G｡警ぷデｰ;チンバラ文蕨の第理大陸棚部j子爵�



ン海の物探調査およびモレイ湾の物探と試料採取を実施

する､またアイリッシ海の南部で新鋭の試錐船ホワ

イトソｰン号によリ多数の海上試錐を行なう.調査

面積はスコットランド沖の場合年間平均2万平方km

を目標にしている.

調査方法:年次計画に従ってRyU･より提供

された調査船を使用して次の順序で調査を実施する､

i)年1昔1約8～10週間σ)物探調査(重力磁力

サイド･スキャン･ソナｰなど)

ii)海底資料採取年馳囎間

ii1)潜水によ訓鮭接:鑑察年脚2～3週閉

iV)深翻物探調査重袋地点のみ

V)浅処岩盤試錐1桝締切j

Vi)室内実験資料処理

第5蟻ブイ邸ヅシ湖こおげ狽.c,s｡を)物理探査測線

資弗≡}:R.Mcく)び豆L一占五欝ユ蔓69言こよる王室}

アイリッシ海の調査の緕果表層堆積図カ境成したが

さらに海底地質図を作るため1969年にマン島東方の霧

カ所で浅処基盤試錐を実施した｡同集度海洋物探課

はアイジッシ海北部からヘブリデス諸島南方にかはて

海底下2～3マイノレの深部地震探査を実施している.

いっぽうイングランド中部のハンバｰ湾では運輸港湾

庁水路研究場およびシェフィｰルド大学と協同して

醐瞬以来詳細な堆積物の調査研究を行ない著しい

埋没水路を発見した14).

1之Z0年度の調査フタ｣クｰラ半､∵前年度に大きく

展開された大陸棚調査は1970年度にも引継がれ前年

度の調査海域の精査に加えて新たにノｰス海峡マリ

ス.パｰカｰ

以上は第u大陸棚部の調査基本要領で至9)理想化さ

れている面もあるとはいえ呈)11)y)v三)の順序で着実

に行肢われており順序が逆にたったりi)11)努)のい

ずれかを省略したりすることはない出なお調査方法に

ついては次項で詳細に説明するのでこの程度でとどめ

ておく､

成果の公表:調査結果は夏調査航海が終了す

るたびに航海レポｰトとしてひとまず公表される｡

最終的た結果のまとめは20万分の至凌たは笏万分塚)夏

の海底表層図および海底地質図として水路部と蜘創出

版の形で公表される予定である.しかし具体的にどの

よう壮図にたるかはまだ決定していたい.またこれ

に伴って詳細なレポｰ1一が公表される.

が㈱'榊一球燃餅富竈獅

錦6図アイジサシ海の海底炎澱1茎1資料1目〕よリ

G;礫S:砂M;静置

㌮圀

文学二等､と_ρ二脇二力:1･G･

S･は大陸棚調査活動をつうじて

しばしば大学の概究者と協同研

究を行政いまた学生の実習に

も協力している｡調査機籍の

鰯発や繰取試料の各種分析は

大学の研究室に依頼されること

も多い｡普通に協力関係にあ

る大学はエディンバラダラ

ムダラスゴｰジバプｰル

娯シドンおよびバスの諸大学

である｡

海洋､関係予算:確実な

資料が放くて恐縮であるが海�



洋調査部課の担当責任者の談によると王970年度の1.G.

S･の海洋関係予算は約50万ポンド(約4億3,200万円)

である･同年度のI息S･の総予算は不明であるので

1969年度の同所の総経費約275万ポンド(約23億7,600万

円)と比較して推測すると海洋関係予算は総経費の15

房から20房のあいだではないかと思われる.

北海芝刈上1ρ.資料収集､二､解析:北海ガス田が

1964年に発見され至965年に英国領域内のガス岡でブリ

ティッシュ･ペトロｰル会社がガスの生産をはじめて以

来北海ガス岡の開発は急速に進展し1970年には英国

との境界付近のノルウェｰ領域で新曲岡が発見されてい

るおりいまさらここで北海ガス岡を説明する必要もな

いほどにわが国でも情報が集められている｡英国領

域の北海ガス田の面積はおよそ10万平方マイルこれを

100平方ブイルの格子に区切って政府は民間企業に鉱

区を貸与している｡ここではブリティッシュ苗ぺ1･ロ

ｰノレ社シェルガルフ社だと大手16ないじ7社をはじめ

その他多数の企業がひしめきあって物理探査試掘

生産を行たっており夏965隼以来これら企業で得られ

た地質資料は膨大なものがある｡英国政麻は鉱区間の

調整鉱業権の施行未開発地域のガス賦存の予測等を

行なうためLG.S.にこれら膨大放物探坑井採取資

料を収集させ解析させている.坑井柱状図岩層コ

ア･サンプルはすべてI･GS･のリｰズ支所の第王大陸棚

部に集められ物探資料はロンドンの海洋物探課に収集

されて解析あるいは試料の分析が行次われる､この

ように資料の多くはリｰズ支所に集められているがこ

れは現在開発中の海域カミイングランド沖に集中してい

るためでやがてスコットランド沖でガス田の探査が進

ン瓶…'｣芦､､

�
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残

1坊

めばそれらの資料はエディンバラ支所に集積されるこ

とに次る.解析された資料はリｰズ支所の第王大陸

棚部で整理編集され各種編集図を付して動力省に“北

海レポｰト"として提出されることにたっている.

このための経費は1967年度には7万ポンドであった

のが1968年度には22.2万ポンドと飛躍的に増加してい

る3〕､とはいえこれだけの予算でさえこれまでの資

料の整理には数年を要するといわれている.

i亘)国立海洋研究所(Nat1ona1InstituteらfOc借舳｡grap1w

以降N.I.O.と略称する).?3葛j

同概究所はN且R.C｡に所属する英国の代表的な総

合海洋研究所でロンドンから約6脈搬商廼方のゴダル

ミンクに所在している｡N五αは脳9年に設立され

当初アドミラル研究実験所¢)地球物理研究者および生

物研究者27名で研究活動のスタｰ一をきった.以来

波浪研究や海洋生物学南極捕鯨の分野で実績をあげ

現在海洋物堅化学世生物および海洋地質の分野で総計

145名の研究スタッフが活躍している｡活動範囲は主

としてこれらの基礎的研究であるが調査技術機器

の開発の面でもか在り成果をあげており特許料や調査

研究の報酬による収入も増大している､NI.αは大学

はじめ他の研究機関と協同して海洋調査を行たうことカミ

多い.これらの調査研究のための調査船としてディ

スカバリｰ号が常時使用されている､このほか多く

の学校大学専門機関に対して海洋学の講義や実習を

行ない人材養成に貢献している.

海､洋､地質部門:海洋地質部門には堆積学グルｰ

プと地球物理カトプとがある｡堆積学グルｰプはA一

一一繊

∴

･･41…

1搬

j､

裟11字ボス打リ･ソチｰダ冒ン災どイ1

-H一ト1-1-1…トｰ鵬&c簑勢〔'･ユ冬やジソチｰ

lo玉婁婁遂i!燈
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鏑7図ハンバｰ河口におけるI.G.S.のサイド･スキャン･

…⊃｣1

ノづ㌧調査渕線

パ

賞､ST皿!幻皿博士以下δ～6名の研

究者からなり主として海底にお

ける浸食一堆積物移動一沈積の過

程を追跡している｡大陸棚では

潮汐の動きにもとづく堆積物の移

動を研究し鈎凄た北海において

δ隼前に石渡企業8社と郵政局か

らなる熱海底砂移動概究ゲルｰプガ

のシｰダｰ格として溝躍しだ遥…､

これらの調査には五〇年前よりx

五〇｡で使用されてきた妙イト

ス李労ンソナｰの技術か駆使さ

れてお妻2鮮鯛な海底繭起伏の昔

波篭写真禦の威力が発揮されてい

る｡海底地形や堆積面の構造を

あたかも空中写真を屍るように�
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感覚的にとらえることができるサイド･スキャンソナｰ

は海底調査にはきわめて有効であるため改良に不断

の努力か続けられ数年前高出力のソナｰのトランス

ジュｰサｰグロリア(Geo1ogcia1LongRangeIn･

c工inedAsi砒)がN.至､O｡の手で完成した.

グロリア2?)冒8〕は低周波(6.5kHz)でなおかつビｰム

角を10｡以下に押えるために従来のサイド1スキャン

･ソナｰとは比較にならたい長大なトランスジュｰサｰ

(32ft長6.7t重量)である.水深によってビｰム角を

変えるためこのトランスジュｰサｰは遠隔操作で方向

を変え得るようになっている,グロリアは地中海にお

いて幅10マイル水深3,000㎜の深海の海底記録をと

リ海底峡谷やスランプ構造の存在を明らかにした則.

また大西洋ではアゾレス諸島南方80マイルにおける海嶺

の記録をとりこの海嶺が水深雀､600狐の海底から約900

㎜の高さでそぴ乏長さ約110マイル幅10マイルの規

模をもつことを発見した､これによってグ内アの性

能の優秀性が立派に証明された｡

以上のように醐･O･の海洋地質部門はサイド･ス

キャン1ソナｰを使用しての海底地形1堆積物調査に他

の研究機関にみられない大きな特色カ茎ある｡

地球物理グルｰプはA･S工Aw附蝋博士以下7～8

名の研究者で構成され北大西洋でアゾレス講島北部

の大西洋中央海嶺の地震磁力量カ探査を行ない海

嶺の成因を追求している.またロッコｰル平坦面の構

造調査を行ないロッコｰル椎で第三紀の火山をロッ

コｰノレ平坦面で大規模な堆積盆を発見した｡いっぽう

インド洋北西部の地形･地球物理調査を行たいその結

果はアデン湾の海底地形図および磁気異常図として公

表された.以上のほか堆積･地球物理両グルｰプは

米国スクリップス研究所と協同してスコットランド沖

からボノレトガルにいたる間の大陸斜面の地質学的研究を､

行たった22).

i量旦)ロンドン大学インペ彗｣アル･カレッジ(独鞭撒至畿豆

Conege,Londo皿)｡

同大学の海洋地質における活動は工&丁祭轡鵜教授

をリｰダｰとする応用地化学グノレｰブによって支えられ

ている吉このグルｰプぽ海底における有用鉱物の濃

集機構の諸要素を研究して海底鉱物資源の経済性を追

求する賓的をもって独自の活動を続けておりその研究

成果は英国内でも高く評価されている.研究の主対象

はマンガン団塊燐灰石及び紅海の合金属堆積物である.

マンガン団塊についてはインド洋および太平洋のマ.

ンガン団塊を採取し科学分析はもちろん岩石学的研

究や電子顕微鏡による微細構造の研究をしてニッケノレ

鋼の含有量は水深に関係するがコバルト鉛パナジ

ュウムは水深に無関係であることたど興味深い結果を

N.I.O.の溝るサイド･スキャン･ソ

ナｰの商は1カトランスジュｰサｰ“グ

鱒口琴プ;

一一､鰯鰯騨簿

茨聾一篇幾箏､

サイド･スキャン･ソナｰによる沸広口)推鎖構造の記録�
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だしている32〕■剛.またマンガン団塊の鉱物学的性質

地域的変化産状および成分の相互関係を追求している｡

燐灰石については北西アフリカ沿岸大陸棚で100余の

サンプルを採取して経済的価値評価を行たおう36〕としつ

つあリ1970年に第2回の調査を実施している.また

全世界の燐灰石の資料を分析して海水成分堆積物

燐灰石の産状の相互関係から燐灰石の成因に言及し

ている語ヨ).

紅海の深部にひそむ高温高塩分の水塊とそれに伴う

合金属堆積物についてはすでに地質ニュｰスセ詳述さ

れており現在深海の鉱物資源で最も有望視されてい

ることはよくご存知かと思う.Too}胴教授は紅海

の堆積物を分析して誇成分間の関係および高温水と普

通の海水成分との関係を明らかにしようと試みている剛

38〕.このほかイングランド南西端のマウンツ湾の鉱

物資源の地化学的調査を行たった39).

iV)ロンドン大学ユニバｰシティ･カレッジ(UniVer-

����来�潮摯温�

海洋地質グルｰプはD.T.D0NOy州教授以下5名の

研究スタッフからなり加hRM鮒ay号をつかって英仏

海峡中部および西部の詳細た海底地質調査を実施してお

り研究の一部はすでに亙｡GSルボｰド)に公表されて

いる(第8図参照).次の研究対象海域はブリストル大

学と共同でブリストル湾およびゼルティック海である･

さらに英仏共同によってフランス西部のビスケイ湾の大

陸斜面および深海部の調査を計画している.いっぽう

同グルｰブのE｡工W.J0HN甲博士は英国西北方の深

海部において敵方探査とエアガンによる地震探査を実施

中であり大洋殻深部の地質情報から大陸漂秒間題に

とりくんでいる.

このグノレｰプは人材の養成として大学院の海洋地

球科学コｰス(期間1年)の学生を募集中である39〕･

4.I.侵.S.の大陸棚調査活動の実際

以下にのべることは筆者の体験とI･G･S･の調査計画

および調査要領指示書等にもとづいて実際にI･G･S･

が大陸棚調査をどのようにして行汝っているかの紹介で

ある.蛇足の感がたきにしもあらずだが実際の海洋

地質調査をするうえになんらかの参考にでもたれば幸

いである.

宣)調査の概要

調査順序:さきにのべたように大陸棚の調査は

海上物理探査→試料採取1観察→簡易試錐→試料処理の

順で行なわれる.多くの場合海上物理探査は試料採

取調査の前年度に終了している曲

調.査.測.線､間一隅:

8kmの格子を原則としてい弓･

調査用海図:調査には§万分の至ないし10万分

の1海図(デッカ1チャｰト)を使用する.沿岸近く

で試錐等を実施する場合はとくに詳しい海図を用いて

いる.

船の運行調査日数および傭船料傭船は

前述のように瓦Y.uを通じて行なわれる｡したが

ってR.V.U.の配船計画によって亙･G･S･が毎年同じ船

舶を使用できるとは限らたい.ただし試錐船ホワイ'

トソｰン号の場合は例外でありこれは1970年から5カ

年間王｡G.S.が使用することに杜

っている.

1970年度のI･G亡S･の傭船料と

傭船日数は第7表のとおりで

ある｡年間の傭船員数はす

なわち夏｡G.S｡の大陸棚調査の年

聞のべ員数ということに怠る｡

これと至.Gふの3海洋部課の

調査人員および夏航海におはる

乗船人員(研究者のみ)とを翻案

すると夏研究者の年聞ρ海上

における調査薫数は8蝸から

王0⑪胃位と雑損Oさわる｡

赤ワイトソｰン号の傭船料は

也の2船にくらべてはなはだ

高い洪これは同船の改造費お

第8図英仏洗峡調薮1こおける海感懐穣物繰取地点

記号○成功轡不成功資料:至谷S･レポｰトNo.70/3�
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策7表1970年度におけるI.G.S.の傲船状況

�����

�船�名�≡傭船期間�炸薬内容'��1目σ)榊船料�1!�i1睨杏海城

�����

��一�一��…川……■��一�

�����

�����1�ポンド��

一1土�一ベイヤ�一�51日�物事螺諭��300(約26万円)��

����≡����

���1�1�ノｰス海峡ヘブリデス諮･鳥南北部ミンチ海���

�ヴfツカｰス･ヴェチュラｰ��』�海底試料�ミンチ沸���

���60日���500(約43万円)�1�南ノ･イ号ンド沖

モレイ湾��������

ホ�ワイトソｰ��10力川�海底■試錐��1,OOO(約86フ∫円)�ア･イリッシ海�

��ン������

クライド湾��������

乗船し記録の地質解析を行たい

物探担当者にアドバイスする.

このほかにナビゲｰタｰとして3

名の技術者(民間企業)が常時乗

船している.

勤務:8時間3交替制.

よびウインピｰ社の出向技術者の人件費分が含まれてい

ることに出来している.

調査海城において調査船は玉週間ないし亙O日おきに王

日か2買1最寄りの港に寄港し燃料や食料その他を補

給する.寄港の際調査者の交替が行なわれ採取し

た試料の陸上げや新機材の積込みを行たう.

航法テヅカ･システムであるとくにくわし

い調査にはデッカHi丘x国システムを用いる.このシ

ステムによる位置の精度の誤差は敷mである.

ii)物理

斑L名:

海域:

探査

サｰベイヤｰ号

ノｰメ海峡ヘブリデス諸島南端のバラペ

ッドミンチ海北部.

研.乳9｣蓬二成ユニ員:地球物理研究者3～遂名(海

洋物探課)地質研究者1名R.Yuの機籍整備技術者

1名見学または研修者1～2名(大学あるいは外国の

研究員)一物理探査においてもか決らず地質研究者が

に長さ70茨㎜の側線20本からたる格子をたす｡

スバｰカｰ(1,COOジュｰルによる)反射法地震探査斑

カ探査重力探査(船上璽カ言十による.基準点はスコ

ットランド西津のオバン)及びサイド曲スキャンソナｰ

による海底地形調査である.記録の解析は調査終了後

ロンドンの電算機センタｰで行たわれる｡スバｰカｰ

の1,000ジュｰルは出力としてむしろ小さいがスコ

ットランド周辺の大陸棚は基盤が極めて堅硬た先カン

ブリア系あるいは古生層であり海底浅部は第四紀の氷

河堆積層があるいは現在の堆積物であるので岩盤と若

い堆積層との境界はきわめて明瞭に記録紙にあらわれる､

俊一張螢.餐:

側線及び調査｣頁､旦:側線

配置はコロンセイ島からバラ虫

ヘッドの南をかすめて北西方向

に長さ200kmの側線15本北東方向

調査は

第8表に示すどお1)である.米国製

が多い.

詞.録.､の､撃凸聾､そρ｣也:スバｰカｰ磁力重力の

記録はその目のうちに地質担当者によって“ミ弘一

シック帯シｰドとよばれる便利汰記録スケッチ紙に

解釈断面を画いて整理される.調査後このスケッチ

は墓の地質断面に書き直されるが整理用あるいは現場

における地質判断のためにはきわめて便利淀方法であ

サｰベイヤｰ劣後屈にあるケｰブルのドラムとスパｰ力一の“協ブラン蓼

至篶.s.ヴ吻擁チｰムハイ1{1コブ球ン鞍ジ㌔1/喋�
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物探機器はしばしば故障するのでR･V･u派遣の技術

者は修理にたいへん忙しい.航法はHi肢航法である

が船の受信器と陸上局との間に周波数の喰違いがあり

調整に数目を費やすことがある.

フ:ブト三湊}ノレを

椚…諜≧の禽葺琶毒1こ

.ノ

卜

一/o

..｣

一4ノ㌻､,ご

サｰベイヤｰ考舷側σ)サイドスキャン･ソ

ｰの小型トランスデュｰサｰ�
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端8表サベイヤ

'浄σ)物探機器

1;�機捺�1理作会社�型�也精考1所用��

磁力1｣�,｡_1ハリ･か磁力副1�ぐ概k好シェイツ�H96-5512A��lR･V･U･�

重力11,�船ユ重力詞1�フ:1スア･アンド･ロンベルグ社(米)�S40��I�R.V.U.

��'■山一一一'一一一�一1一`�一一一'一一'�一一�

�制御部･記録部≡同｣=�1���R.V.U.�

ブハ_カ_1��肋郁及磯僑郡1鷲繊寡チヶ一十��1�R,V.U.�

�1記録器i同｣二1､真二形ン1こ｢■■''I'■■'…,一��25411'■■1■一■■'1�'�R.V.U.l1･･�

�;呉=剃/1ス1���3,�R.V.U.�

�;記録器1�フテツク社(カナダ)��i��

����未使用�R.V.U.�

サイドスキ.上と'ソ士一��11ラ〃ヅクｰ1衡ンプソェヌ社�MS47MK1���

��1■■■I��款摺欝!･･……■一…��

測深1��エコｰサウンダｰ岡｣M…���'lR,y.む.1�

洲)海底堆積物試料採取調査

船L名､:ヴイッカｰス･ヴェンチュラｰ号.

海域ミンチ海南ノ･イランド沿痒モレイ湾

これらはすべて前年度の物探終了海域である.

研､罪_り_繕二成.ノ｣員:地質研究者2～3名(大陸

棚部)地球物理研究者1名(海洋物探課)技術者1

名(R.γU.)潜水および工作1名研究助手2名で構

成される.

勤｣務:王2時間勤務の簑交替制.

塞五莚雀L数1970年度のスコットランド周辺大

陸棚で堆積物コア1,500～2,000グラブによるもの

1,500～2,000岩石コア5C～五00の採取を目標にしてい

る､筆者が参加したミンチ海における実働10員間の調

査で135地点で試料を採取した.海の状況にもよる

が1目(12時間)平均10～15点で試料を採取している.

バ買一捲1こお1孝墨ヴイヅカｰス･ヴ肌ンチエラｰ号の直騰璃燃

航法:デッカ･システムに

より10万分の1デッカ海図を使用

する.

調査方法:原則として朝7

時より夜7時まで試料採取を行な

い夜7時より翌朝までスバｰ

カｰ(1,000ジュｰル)による反射

法地震探査とサイド･スキャン

･ソナｰによる海底地形調査を行

たう.この物探は前年度に同海

域で実施された物探結果をチェッ

クするために前の側線に斜交し

て行なわれる.また翌ほの試料

採取地点を決定するデｰタと放る.

試料採取は前日の物探測線に沿って行たうが問題

と思われるところでは重点的ぽ採取密度を濃くして行

たっている.試料採取の順序と使用機器の選択は以

下のとおりである､

①,測深記録･物探i1峨により海鰍汎を推測

②シペック･グラフ`二kる･㈱,{j榊{

似卿犬料泥11缶畷1

③土止

(引帷舳1

試料採取地､1点ではまず@)を行法いその結果をみて

③を実施する.④⑤は袴に重要な地､1匁か輿瞭あるところ

でしか行なわない.

頚

ヴィッカｰス･グェンチエラｰ景董こお1する機籍整備

(背景はヘブシデス島の先カンブリア系)�
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試山科.採取器具1

シペック･グラブ(Shipekgmb)……:着底すると衝撃で座ブ

タが半回転して閉じる仕掛けで7.5馬力の小ウインチで昇

降し2名できわめて軽便に操作でき試料採取に能率的で

ある.これはフランスでもごく普通に使用されている.

･グラビティ･:1アラｰ(Gravitycorer)……径6cm長さ3

mの管を使用.錘は500k9.内部にプラスチックのチュ

ｰブを挿入し下端にキャ=ソチャｰをつける.泥質堆積物

採収に威力を発揮する.

･ロック･コアラｰ(Rockcorα)……先細リになった一長さ1nコ

の歪胸管でできておリ内部には何も装填しない.コアラｰ

といっても堆積物のコアはほとんど揺れないが風化した岩

盤や礫を落下速度で破砕しその岩片をとってくる.グラ

ビティ.コアラｰと共に簡便であるが数度に一度は先端が

一皮土築される.

･バイブQ讐ア今一(y泌鵡｡破縦)一･…砂のコアを繰取するの

が膚約である｡3脚のヤグラの閥を土下素るそ一残一1こ違

緕した長さ繊径晩搬の管があ簑管胸部虹挿入慈虹たプ

ラスチジクチ泓一ブの申をピストン杉山ヒ下動する仕掛けであ

る｡簸1備に時間がかかるうえしば〕笈赦酸素るので改庭の

負ミ地がある､

･ハリソン淳姜3如一鷹かい岩盤の以アを簡単1こ擦蝦ずる鰍雪

でリバプｰル大学で製炊慈批危径至｡鮒畏奏2ぬ書μ只二

管梯そ一タｰで作動する｡水中テレビと連動して海底の

状祝を観察む繊浴掘さくする仕組み1改っている秘塞だ

安定して健溺薫慧る1こ飲液っ郁沈い｡これを少し大型

にして改良し危のがテニ==ス武答灼ンであるがまだ試作毅麟

であな概1り船とも整備触寿閥秘かかるのが難一叙で義る.

めむ.魚1鵬鱒づ二

以上と以下とにわけてプラスチックのビンに保管する.

コアは数時間放置し堆積物中のガスを抜いた後王搬

の長さば切断じて宿鼓保管する｡船上における試料

の分砺は行澄わ勅ず単に試料の粒度色岩片の種類

などの繭眼的観察によって記録する程度である,

紬)海上試錐調査

飾主_名:森ワ〆トソｰン号

調査海域:

アイリッシ海南部北ウエｰルズ沖｡

調査弘ム､員幣城:地質研究者至～2名(大陸

棚部)助手玉名試錐技術考拠～翅名(ジ嚢㍗､ジ岬

インど一拙幽向)試錐作業は湊べでウインピｰの技研

者が行たい地質研究者は試錐位置の決定と採取され

水中テレビ:

可能水深300㎜の性能

のよい水中テレビで

フランスのTho㎜§o乃

丁ξ1る一五1消鵬菱更量8社のカ

メラ本体とレs凶｡-

techniq鵬杜のケ四ブ

ルからなる｡照明は

1,000W画面に写しだ

された映像は鮮明で

砂底･泥底1礫底など

の区別が容易である､

ビデオコｰダｰはソニ

ｰ.製を使用している.

採､､取､試料､η､船､

｣;....処遇1コアでな

い試料は粒度宴搬滋

グラビティ･王アラｰ逗)搬入

鰯蟻海臓ド弓｣伽鰯{～)下嚇1こ子レどカ4形が羅える�
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が2時間で船を試錐位置に導き固定させ操舵土は

筆者をかえりみて自らの腕を誇らし気に叩いた毛､ので

ある.この方法での位置の誤差は10㎜以下といわれる.

トラック･プロッタｰが開発される前は所定の位置に

ブイを浮かべてそれを目標に船を接近させたそうだが

時間がかかるうえに距離の測定が困難で誤若が大きい

と語っていた.

酸作_業:試錐作業は油圧ポンプで張套3だした

プラットフォｰムから行なわれる.まずコンダク唯一

パイプ(径15インチ･長さ3m)を海中に除しついで

径95/8インチの管を海底下敷mまで打込んでケｰシング

する.掘さくは径6インチの'掘さく管にレ1･て行なう苗

岩盤の硬軟によってダイヤモンド･ビツl/やその他の

ビツトが使いわけられる.1掘さくは3交替で昼夜兼行

で実施される｡

�

養)

所感

以､1二のべてきたようにかな…)記述の内容がアン

バランスでかつ断片的で読肯には塞ことに申訳

け扱いが筆者が感じたところでは本給約な海

洋地質調査研究がはじポ｣･たグ)は瑛鰯でも簸近

のように､聾､われる｡とくに艦織内匁大陸棚の

調査はここ数年来のことでありわが園はそれ

程立ち遅れてはいない､しかし焚履では蔓§枇

紀後半からすでにチャレンジャｰ号の海津深険

がなさ扱たよ弩に派手では愈いが着実放研究活

動が綾け1㍉れてきており概炎⑳伝競と実績があ

る｡このことは海洋地質研究者の需要が増大

すると考えられる昨今優秀な人材を多く送リ出

会ワずいLン｣馳棚11液澱望榊二大仏1一イ九巧'巧一棚繍襯さく･､･グラの一部

･一:錦磁.･

毒

ミ

ホワイトソ■ン骨のバイブ澤コアラｰ¢)殺､λ浮繁≡

デｰヅψ存蔓二ζη1･㌻･リｰサヅ螂ヅタｰ

･けイド1トン制こおける猶さく夢}1トシン

グ作簾海中に入っているパイヅはコン･ダク

タｰバイブ掘さく倉が海の方へはリだして

いる�
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掘さく巾の

ホワイトソレｰ号

すポテンジャノレがあるという点でわが国よりも有

利ではないかと思わ杓る占

またとく1と気になる点はわが園と比較して

英国における海洋調査の体鯛がN湿見αを頂点

としてスッキジまと婁っており調査研究が効率

的に行政われていることである岩体制問題は国

情の違いもあろうが禺全体からみて現在より

も効率的に調査癖究が行なわれるようにするべき

であろう､

貴重)調査船に関しては水産も含め花一般海洋調査船

は質量ともにわか国の方がすぐれているのでは

恋いかと思われる.しかしこと海洋地質調査

にまが讐たりにも使用できる船となると意外に

少ないのではたかろうか.知識が乏しく海洋調

査の経験もほとんど恋い筆者にはたとえばホワ

イソｰン号のよう次試錐も一般の試料採取も容易

にできる地賓調査船か至隻く簑｡いあってもよさそ

うに感じられる､
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